

アンケート調査票
	アンケート調査票は、岡山市高島市営住宅再生事業について、民間事業者の参画可能性、事業条件、事業手法、余剰地活用の可能性等を把握することを目的としています。
ご回答にあたっては、別添「事業概要資料」をご確認のうえ、貴社の立場・業務範囲に応じて、回答可能な範囲でご記入ください。
回答が困難な設問については、「回答不可」と記入のうえ、可能であればその理由をご記入ください。
なお、回答欄は適宜追加してご回答ください。
また、アンケート調査票にご回答いただいた事業者と個別ヒアリングの実施を予定しています。
[bookmark: _GoBack]なお、ご回答いただいた民間事業者の件数等により、ヒアリングを実施できない場合があります。




≪回答者の基本事項≫
本アンケート調査に回答いただく法人、ご担当者様の基本事項について記載してください。
	法人名
	

	所在地
	

	部署・役職
	

	氏名
	

	連絡先（電話）
	

	連絡先（Eメール）
	



· ご回答は、本アンケート調査票にご記入の上、Word形式で下記メールアドレスへ送付ください。
· ご回答の際には、別紙の「事業概要資料」をご覧のうえ、ご回答ください。
· ご回答は、あてはまるものに☑いただき、自由記述欄には具体的な内容をご記入ください。
· 本調査の目的以外での使用、および第三者への開示・漏えい（SNSへの投稿など）は行わないよう、お願いいたします。
· 回答は10月1日（木）までに下記メールアドレス宛にお願いいたします。
	返信先
アンケート調査票・事業内容に関するお問い合わせ先
	調査事業者（担当者）：株式会社長大（高橋）
メールアドレス：r07_okayama_takashimajutaku@chodai.co.jp
電話番号：03-3532-8608





１．建替え事業内容について
（１）事業概要資料に示す基本方針、整備計画・配置図、事業スケジュール案等について、民間事業者の視点からご意見をお聞かせください。
特に、以下の観点について、懸念事項や改善提案があればご記入ください。
・施工性、工区設定
・入居者の移転を踏まえた段階整備の妥当性
・その他、事業実施上の課題
（事業概要資料の「基本方針、整備計画・配置図、事業スケジュール案等」に関するご意見）
	（回答）




（２）事業概要資料に示す市営住宅ゾーン整備事業「第1期～第3期事業」及び余剰地活用事業のスケジュールについて、民間事業者の立場から実現可能性を選択肢から該当するものに☑をご記入ください。
併せて、実現が難しいと考えられる工程、必要と考えられる追加期間、スケジュール短縮・円滑化に向けた条件等があればご記入ください。
	（回答）
	事業
	実現
可能
	条件付きで
実現可能
	実現は
困難
	判断
不可
	理由

	１期事業
	□
	□
	□
	□
	

	２期事業
	□
	□
	□
	□
	

	３期事業
	□
	□
	□
	□
	

	余剰地活用事業
	□
	□
	□
	□
	








２．業務範囲、事業スキーム、事業費について
本事業では、PPP/PFI手法の導入を検討しており、市営住宅ゾーン整備事業は設計・施工を一体的に発注する方式（BT方式）を想定しています。
また、入居者の住替え・退去等に係る移転支援業務を事業範囲に含めることを検討しています。
なお、現時点では維持管理業務は事業範囲に含めず、余剰地活用事業は市営住宅ゾーン整備業務とは別発注とすることを想定しています。
これらの前提について、民間事業者の視点からご意見をお聞かせください。
	〇市営住宅ゾーン整備業務
(a) 調査業務 
(b) 設計業務 
(c) 解体撤去業務（アスベスト撤去を含む） 
(d) 建設業務 （道路等土木工事業務を含む）
(e) 工事監理業務
〇入居者移転支援業務
(a) 住替え移転支援業務 （仮移転がある場合は仮移転支援も含む）
(b) 退去支援業務（団地外移転）
(c) その他、入居者移転支援業務を実施する上で必要となる関連業務
〇余剰地活用事業


（１）以下の業務について、貴社単独またはグループ・協力企業との連携により対応可能か該当するものに☑をご記入ください。
なお、対応困難な業務については、その理由や対応可能とするための条件をご記入ください。
	（回答）
	業務
	自社で
対応可能
	グループで
対応可能
	対応
困難
	判断
不可
	理由・条件

	設計業務
	□
	□
	□
	□
	

	解体撤去業務
	□
	□
	□
	□
	

	建設業務
	□
	□
	□
	□
	

	土木工事
（道路等）
	□
	□
	□
	□
	

	工事監理業務
	□
	□
	□
	□
	

	移転支援業務
	□
	□
	□
	□
	

	余剰地活用業務
	□
	□
	□
	□
	









（２）市営住宅ゾーン整備事業の設計・施工を一体的に発注する方式（BT方式）を想定していますが、BT方式での発注方法に課題や懸念事項等がありましたらご意見をお聞かせください。
	（回答）
□問題ない
□問題ある
理由：



（３）市営住宅ゾーン整備事業と余剰地活用事業は、別事業として発注することを想定しています。
この場合の参画可能性、事業者間の調整、工事動線、インフラ整備等について、懸念事項やご意見をお聞かせください。
また、市営住宅ゾーン整備事業と余剰地活用事業を一体発注する方が望ましいと考える場合は、その理由をご記入ください。
	（回答）









（4）本事業の事業費についてお聞きかせください。市営住宅ゾーン整備事業に係る概算事業費を把握するため、直近の施工例等から法定延べ床面積あたりの建設単価についてご回答ください。
	（回答）
（中層5階建て相当）法定延べ床面積あたりの建設単価：　約　　　　　　　円/㎡　（税抜）
条件や懸念事項：

（高層8階建て相当）法定延べ床面積あたりの建設単価：　約　　　　　　　円/㎡　（税抜）
条件や懸念事項：








３．余剰地活用について
（１）余剰地エリアF2、H、I、J街区について利点（市場性・活用可能性が高いなど）と懸念点、活用が想定される具体的な施設用途、土地購入や貸借する場合の費用、借地期間についてご意見をお聞かせください。
	エリア
	F2
	H
	I
	J

	利点
	
	
	
	

	懸念点
	
	
	
	

	施設用途
	
	
	
	

	土地購入費（目安）
	千円/坪
	千円/坪
	千円/坪
	千円/坪

	借地費
借地期間
（目安）
	円/月・坪
年
	円/月・坪
年
	円/月・坪
年
	円/月・坪
年



（２）余剰地活用にあたり、敷地南側の既存緑地について、北側住宅地との緩衝とあわせ遊歩道の整備を検討していますが、再配置の必要性についてお聞かせください。（南側道路からの視認性の向上を図るため　等）

	（回答）
□再配置が必要と考える
□再配置は不要と考える
□用途・計画条件による
□判断不可

理由・条件：




（３）駅前広場・公益施設エリア（K・L）において、駅前広場・公益施設で全ての敷地を利用しない可能性があります。一部余剰地が発生した場合の民間活用の可能性についてご意見をお聞かせください。
想定される用途、駅前広場・公益施設エリア内で余剰地活用事業として確保したい場所、駅前広場・公益施設との連携可能性、事業化に向けた条件等をご記入ください。
	（回答）
[image: ]
↑駅前広場・公益施設エリア内で余剰地活用事業として確保したい場所を囲ってください。


４．参画意欲
（１）各事業への参画意欲について、該当するものに☑をご記入ください。
「条件次第である」を選択した場合は、参画に必要な条件をご記入ください。
また、想定する参画形態があれば併せてご記入ください。
	（回答）
	対象事業
	非常に
高い
	条件次第
である
	あまり
関心がない
	参画
予定はない
	理由
	想定する
参画形態

	１期事業
	□
	□
	□
	□
	
	

	２期事業
	□
	□
	□
	□
	
	

	３期事業
	□
	□
	□
	□
	
	

	余剰地
活用事業
	□
	□
	□
	□
	
	



参画形態の例
・代表企業
・構成企業
・協力企業
・余剰地活用事業者
・未定
・その他（　　　　　　　　　　　　）



５．自由意見
その他、本事業への参画にあたっての課題、民間事業者として期待する条件、市に求める情報提供、募集要項等に反映してほしい事項があれば自由にご記入ください。
	（回答）










質問は以上となります。ご協力ありがとうございました。
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